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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION. All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用のマイコンパックです。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ

以外ではご使用にならないでください。 

 

② 対象マイコンとマイコンパックとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する

恐れがあります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用くだ

さい。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 



 3 

目 次 

 

１．概要 ............................................................................... 4 

２．仕様 ............................................................................... 5 

２－１．対象マイコンと仕様 ............................................................ 5 

２－２．書き込み時のマイコン動作電圧設定 .............................................. 8 

２－３．セキュリティ設定 ............................................................. 11 

３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ ............................................ 12 

３－１．信号一覧表 ................................................................... 12 

３－２．代表的な接続例 ............................................................... 14 

３－３．制御信号波形 ................................................................. 17 

４．マイコンパックのロード方法 ......................................................... 20 

４－１．ファイル構成 ................................................................. 20 

４－２．リモートコントローラ（ＳＷＸ６００）の接続 .................................... 21 

４－３．パラメータファイルのロード方法 ............................................... 21 

 

 

 

 



 4 

１．概要 

ＦＲＸ８５０Ｍ００～Ｍ１９は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用の定義体ＦＲＸ８５０用のマイコンパック

となっており、ルネサスエレクトロニクス社製：ＲＬ７８／Ｇ１３を対象機種とするパラメータテーブ

ルになっております。 

その他のマイコンへの対応については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

本マイコンパックを使用できる定義体は、下記のとおりになっております。 

 

※ 本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指します。 

 

 【 対応定義体 】 

ＦＲＸ８５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

本マイコンパックは、所定の定義体との組み合わせで使用することができます。 

所定の定義体以外との組み合わせでは、使用しないで下さい。 

マイコンパック取扱説明書には、マイコンパック固有の取り扱い上の注意事項が記されていますので、

ご利用にあたっては、必ず取扱説明書をお読みください。 

本マイコンパックを使用するにあたり、ＳＷＸ６００を用います。 

マイコンパックのロード方法につきましては、第４章をご参照ください。 

尚、ご不明な点がございましたら、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

【 確認事項 】 

ご使用になられるマイコンとメモリサイズ、電源仕様などが正しいことを、ご確認ください。 

 パラメータの値が正しくない場合は、マイコンを破壊する恐れがございますので、 

 十分に注意してください。 

 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、NET IMPRESS標準に準じます。 

＜表２－１ 対象マイコンと仕様＞ 

型名 ＦＲＸ８５０Ｍ００～Ｍ１９ 

マイコン 表２－２を参照 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 

メモリ容量 
表２－２を参照 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 

メモリアドレス 
表２－２を参照 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 

メモリ容量 
表２－２を参照 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 

メモリアドレス 
表２－２を参照 

ターゲットインタフェイス 

単線ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

１１５２００／２５００００／５０００００／１Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト   ■ ＬＳＢファースト 

２線ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

１１５２００／２５００００／５０００００／１Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト   ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト １Mｂｐｓ (単線／２線共) 

書き込み時のターゲット 

マイコン入力周波数 
１．０ＭＨｚ ～ ２０．０ＭＨｚ      *１ 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
２．１Ｖ ～ ５．２５Ｖ                      

マイコン動作電圧設定 

デフォルト値 
動作電圧未設定               *２ 

 

*１：デバイスファンクション時は入力クロックを使用せず内蔵発振器で動作します。 

*２：動作電圧設定については、本マニュアルの２－２．マイコン動作電圧設定をご参照下さい。 

 



 6 

＜表２－２ マイコンパック別の対象マイコン一覧＞ 
マイコンパック番号 対象マイコン型名 コードフラッシュ容量 データフラッシュ容量 

Ｍ００ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＡ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ） 

１６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００３ＦＦＦ) 

なし 

Ｍ０１ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＡ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ） 

１６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００３ＦＦＦ) 

４Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ１ＦＦＦ) 

Ｍ０２ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＣ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

３２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００７ＦＦＦ) 

なし 

Ｍ０３ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＣ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

３２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００７ＦＦＦ) 

４Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ１ＦＦＦ) 

Ｍ０４ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＤ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

４８Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００ＢＦＦＦ) 

なし 

Ｍ０５ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＤ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

４８Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００ＢＦＦＦ) 

４Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ１ＦＦＦ) 

Ｍ０６ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＥ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

６４Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ０７ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＥ 

（ｘ＝６，７，８，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ） 

６４Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃００００ＦＦＦＦ) 

４Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ１ＦＦＦ) 

Ｍ０８ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＦ 

（ｘ＝Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ， 

Ｌ，Ｍ，Ｐ） 

９６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００１７ＦＦＦ) 

なし 

Ｍ０９ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＦ 

（ｘ＝Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ， 

Ｌ，Ｍ，Ｐ） 

９６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００１７ＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 

Ｍ１０ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＧ 

（ｘ＝Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ， 

Ｌ，Ｍ，Ｐ） 

１２８Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００１ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ１１ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＧ 

（ｘ＝Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ， 

Ｌ，Ｍ，Ｐ） 

１２８Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００１ＦＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 

Ｍ１２ 

Ｒ５Ｆ１０１ｘＨ 

（ｘ＝Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ， 

Ｓ） 

１９２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００２ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ１３ 

Ｒ５Ｆ１００ｘＨ 

（ｘ＝Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ， 

Ｓ） 

１９２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００２ＦＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 

Ｍ１４ 
Ｒ５Ｆ１０１ｘＪ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

２５６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００３ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ１５ 
Ｒ５Ｆ１００ｘＪ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

２５６Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００３ＦＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 

Ｍ１６ 
Ｒ５Ｆ１０１ｘＫ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

３８４Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００５ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ１７ 
Ｒ５Ｆ１００ｘＫ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

３８４Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００５ＦＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 

Ｍ１８ 
Ｒ５Ｆ１０１ｘＬ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

５１２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００７ＦＦＦＦ) 

なし 

Ｍ１９ 
Ｒ５Ｆ１００ｘＬ 

（ｘ＝Ｆ，Ｇ，Ｊ，Ｌ，Ｍ，Ｐ，Ｓ） 

５１２Ｋｂｙｔｅ 

(＃００００００００～ 

＃０００７ＦＦＦＦ) 

８Ｋｂｙｔｅ 

(＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ) 
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ＦＲＸ８５０用のマイコンパックは、データフラッシュのバッファＲＡＭ上のアドレスが実際のデータ 

フラッシュのアドレスと異なっておりますので、バッファＲＡＭの一部アドレスを読み替えていただく

必要がございます。 

（詳細については、ＦＲＸ８５０定義体マニュアル内の【バッファＲＡＭ上でのデータフラッシュ配置

について】の項目をご参照下さい。） 

 

 

各マイコンパックのバッファＲＡＭ上のデータフラッシュアドレスは下表のとおりです。 

＜表２－３ バッファＲＡＭ上のデータフラッシュアドレス一覧＞ 

マイコンパック番号 実際のデータフラッシュ 

アドレス 

バッファＲＡＭ上の 

データフラッシュアドレス 

Ｍ０１ ＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ１ＦＦＦ 

＃００００４０００～ 

＃００００４ＦＦＦ 

Ｍ０３ ＃００００８０００～ 

＃００００８ＦＦＦ 

Ｍ０５ ＃００００Ｃ０００～ 

＃００００ＣＦＦＦ 

Ｍ０７ ＃０００１００００～ 

＃０００１０ＦＦＦ 

Ｍ０９ ＃０００Ｆ１０００～ 

＃０００Ｆ２ＦＦＦ 

＃０００１８０００～ 

＃０００１９ＦＦＦ 

Ｍ１１ ＃０００２００００～ 

＃０００２１ＦＦＦ 

Ｍ１３ ＃０００３００００～ 

＃０００３１ＦＦＦ 

Ｍ１５ ＃０００４００００～ 

＃０００４１ＦＦＦ 

Ｍ１７ ＃０００６００００～ 

＃０００６１ＦＦＦ 

Ｍ１９ ＃０００８００００～ 

＃０００８１ＦＦＦ 

（ＦＲＸ８５０Ｍ００，Ｍ０２，Ｍ０４，Ｍ０６，Ｍ０８，Ｍ１０，Ｍ１２，Ｍ１４，Ｍ１６，Ｍ１８

はデータフラッシュなしの品種を対象としておりますので、アドレスの読み替えは必要ありません。） 

 

 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・ターゲットアドレス及びバッファアドレスのアドレスを指定する場合、バッファメモリのアドレスに

置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに 

置き換えてください。 
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２－２．書き込み時のマイコン動作電圧設定 

本マイコンパックを使用してマイコンに書き込みを行う際には、書込み時のマイコン動作電圧を 

パラメータに設定する必要がございます。 

動作電圧値の設定は、Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２を使用して設定します。 

なお、この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されています。 

 指定されているアドレス以外は絶対に変更しないでください。 

 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

"ＡＦ２００"と入力して下さい。 
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Parameter Table 2 の#143に、書き込み時のターゲットマイコン動作電圧値を設定してください。 

動作電圧値は次のように設定してください。 

① 書き込み時のターゲットマイコンの動作電圧を小数第 1位まで求めます。 

(小数第 2位は切り捨て。) 

② 0.1[V]を 1として、設定値を計算します。 

③ ②で求めた値を 16進数でパラメータに設定します。 

 

例）書き込み時の動作電圧が 5.01[V]の場合 

小数第 2位を切り捨て、5.0[V]とします。5.0[V]を②に従って計算すると、10進数で 

50となりますので、パラメータには 50を 16進数で表現した “32” を設定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず OKボタンを押してください。 

OKボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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【注 意】 

・ 書き込み時のマイコン動作電圧の設定を行わずに書き込みを行おうとした場合、 

デバイスファンクションはエラー終了します。 

・ 書き込み時のマイコン動作電圧とパラメータの動作電圧設定値が一致していない状態で書き込み

を行った場合の動作は保証致しません。例え書き込みが正常終了した場合でも、書き込まれた 

データは正しくない可能性があります。マイコンへの書き込み実行前には、パラメータの動作電圧

設定値が書き込み時のマイコン動作電圧と一致していることを必ず確認してください。 

（なお、書き込み開始時のマイコン動作電圧をＴＶｃｃｄ端子で測定した値と、パラメータの動作

電圧設定値との間に大きな差がある場合、デバイスファンクションはエラー終了します。） 
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２－３．セキュリティ設定 

本マイコンパックが対象とするマイコンには、内蔵フラッシュＲＯＭの不正な書き換え等を禁止する 

ためのセキュリティ設定が存在します。本マイコンパックでは、ＹＤＤファイル内に記述された特定 

のデータをセキュリティデータとしてマイコンに設定することが可能です。セキュリティデータの一覧

とデフォルト値を下表に示します。セキュリティ設定の詳細につきましては、ＦＲＸ８５０定義体マニ

ュアルをご参照下さい。 

 

＜表２－２ セキュリティ設定一覧＞ 

名称 ＹＤＤファイル内の 

アドレス 

データサイズ デフォルト値 

セキュリティフラグ 0x00000000 1バイト 0xFF 

ブートクラスタ 

最終ブロック 

0x00000004 1バイト 0x03 

フラッシュシールド

ウインドウ 

開始ブロック 

0x00000008 2バイト 0x0000 

フラッシュシールド

ウインドウ 

終了ブロック 

0x0000000C 2バイト 0x000F 

 

マイコンに書き込みを行う際には、お客様が設定したい値をＹＤＤファイルに設定し直してください。

なお、上記 4項目のセキュリティ設定は、ＹＤＤファイル内に全て記述してください。記述していない

項目がある場合、デバイスファンクションがエラー終了しますのでご注意下さい。 
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３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

３－１．信号一覧表 

本マイコンパックをご利用いただいた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を表３－１および

表３－２に示します。 

 

Ａ．単線ＵＡＲＴ接続時 

表３－１ 単線ＵＡＲＴ接続時のターゲットプローブ信号表 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

 ＴＣＫ １ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＯＯＬ０ ＴＴＸＤ ２ １５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＲＸＤ ３ １６ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＢＵＳＹ ４ １７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ ５ １８ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ２ ６ １９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ ７ ２０ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ４ ８ ２１ ＴＭＯＤＥ  

 ＶＣＣ ９ ２２ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 ／ＴＩＣＳ (１０) ２３ ／ＴＲＥＳ ／ＲＥＳＥＴ 

ＶＳＳ ＧＮＤ １１ （２４） ＷＤＴ 
ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 

ＶＳＳ ＧＮＤ １２ ２５ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤ 

 
ＰＲＯＢＥ 

ＳＥＬＥＣＴ 
１３    

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎｕ

ａｌ』をご覧下さい。 
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Ｂ．２線ＵＡＲＴ接続時 

表３－２ ２線ＵＡＲＴ接続時のターゲットプローブ信号表 

マイコン信号名 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準信号名 マイコン信号名 

 ＴＣＫ １ １４ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＯＯＬＲｘＤ ＴＴＸＤ ２ １５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＴＯＯＬＴｘＤ ＴＲＸＤ ３ １６ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＢＵＳＹ ４ １７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ ５ １８ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ２ ６ １９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ ７ ２０ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ４ ８ ２１ ＴＭＯＤＥ ＴＯＯＬ０ 

 ＶＣＣ ９ ２２ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ用信号 ／ＴＩＣＳ (１０) ２３ ／ＴＲＥＳ ／ＲＥＳＥＴ 

ＶＳＳ ＧＮＤ １１ （２４） ＷＤＴ 
ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 

ＶＳＳ ＧＮＤ １２ ２５ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤ 

 
ＰＲＯＢＥ 

ＳＥＬＥＣＴ 
１３    

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 

４．各信号線のインタフェイス回路については、プログラマ本体の『Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Ｍａｎｕ

ａｌ』をご覧下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

Ａ．単線ＵＡＲＴ接続時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 ターゲットシステムとの接続例(単線ＵＡＲＴ) 

 

*１ オプション機能です。 

*２ ターゲット上でプルアップして下さい。プルアップ抵抗値は、マイコンのマニュアル、 

ライタとターゲットの回路構成、通信波形等をご確認のうえ、決定してください。 

Target System NET IMPRESS 

TTXD 

WDT 

/TICS 

TVccd 

GND 

(2) 

(10) 

(11,12,14,15,16, 

17,18,19,20,22) 

(25) 

(24) 
*１ 

/TRES 
(23) 

Wire 

 

TOOL0 

RL78/G13 

 

/RESET 

*２ 

VDD VSS 
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Ｂ．２線ＵＡＲＴ接続時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ ターゲットシステムとの接続例(2線ＵＡＲＴ) 

 

*１ オプション機能です。 

*２ 端子が存在するマイコンのみ処理してください。 

 

Target System 

TTXD 

WDT 

/TICS 

TVccd 

GND 

NET IMPRESS 

(2) 

(10) 

(25) 

(24) 
*１ 

/TRES 
(23) 

Wire 

 

TOOLRxD 

VSS 

 

RL78/G13 

 

/RESET 

VDD 

 

TRXD 
(3) 

TOOLTxD 

(21) 
TMODE TOOL0 

(11,12,14,15,16, 

17,18,19,20,22) 

*２ 
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義さ

れている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。 

／ＴＩＣＳ信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる

信号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切り替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳがネゲー

トされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続され

ていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義され

るターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄで設定されたクロック信号がＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳより

出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、標準プローブ中に／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子に

接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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３－３．制御信号波形 

 

Ａ．単線ＵＡＲＴ接続時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ライタ仕様 

 N1 50ms (min) 

 N2 110ms (min) 

 N3 60ms (min) 

 N4 60ms (min) 

 N5 50ms (min) 

tSU 20us (min) 

tHD 2ms (min) 

 

 

*1： ”         ”は、HiZを示します。 

*2： /TRESと WDTはオープンコレクタ出力です。 

 *3： オプション機能 

TTXD 

/TICS 

/TRES 

WDT 

*2 

  *3 

  

*3 

  

*3 

  

*3 

  

書き換えモード 

*2 

  

N2 N1 N3 

N4 

モード設定 

N5 

tSU tHD 
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Ｂ．２線ＵＡＲＴ接続時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ライタ仕様 

 N1 50ms (min) 

 N2 110ms (min) 

 N3 60ms (min) 

N4 60ms (min) 

 N5 50ms (min) 

tSU 5ms (min) 

tHD 10ms (min) 

 

*1： ”         ”は、HiZを示します。 

*2： /TRESと WDTはオープンコレクタ出力です。 

 *3： オプション機能 

TTXD 

TRXD 

/TICS 

/TRES 

WDT 

※2 

  ※3 

  

※3 

  

※3 

  

※3 

  

書き換えモード 

TMODE 

※2 

  

N2 N1 
N3 

N4 N5 

tSU 

モード設定 

tHD 
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【動作手順】 

 

①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

②デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳがアサートされ、フラッシュプログラム用の通信

チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラッ

シュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通

信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④デバイスファンクション終了後、／ＴＩＣＳをネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 
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４．マイコンパックのロード方法 

４－１．ファイル構成 

本マイコンパックをご利用いただくにあたって、事前に以下のファイルをご用意ください。 

 弊社提供ファイル 

ファイル名 *１ 内容 

ＶｘｘｘｘＦＲＸ８５０．ＣＭ 
定義体ファイルです。 

＊本マイコンパックには付属しません。 

ＶｘｘｘｘＭｙｙＦＲＸ８５０．ＰＲＭ *2 

ＲＬ７８／Ｇ１３のデバイス情報が内蔵されている 

パラメータファイルです。 

単線ＵＡＲＴで書き込みを行う場合に使用します。 

ＹＭｙｙＦＲＸ８５０．ＹＤＤ *2 

セキュリティ設定用のファイルです。 

通常はこのファイルを、ＹＩＭフォルダのＤＯＳ領域

に配置ください。 

ＹＭｙｙＦＲＸ８５０．ＹＰＭ *2 
コマンドウエイト計算用パラメータファイルです。 

ＹＩＭフォルダのＤＯＳ領域に必ず配置ください。 

 

   *1 ファイル名「Ｖｘｘｘｘ～～」のｘｘｘｘがバージョンを示します。 

各ファイルは予告無くバージョンが上がる場合があります。 

*2ｙｙにはマイコンパック番号（００～１９）が入ります。 

 

 お客様にご用意いただくファイル 

ファイル名 内容 

Ｏｂｊｅｃｔ．ｘｘｘ 書き込み用のオブジェクトファイルです。 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＳＭ 

バッファメモリ不正変化検出用のファイルです。 

詳細はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください。 
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４－２．リモートコントローラ（ＳＷＸ６００）の接続 

接続方法については NETIMPRESS avant Flash Programmerスタートアップマニュアルの 

「３．２．２．ＰＣとの接続（ＳＷＸ６００：リモートコントローラ設定）」を参照ください。 

 

 

４－３．パラメータファイルのロード方法 

ロード方法については NETIMPRESS avant Flash Programmerスタートアップマニュアルの 

「４．４．２．パラメータファイルのロード」を参照ください。 
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